
賛　美　

　　　 　「イエスあなたの名は」

　　　　 「私たちは一つ」

　　　　「ありのままで」　

　　　「あなたの愛で」　

献　　金　　　　　　　　

牧会祈祷

主の祈り　　

使徒信条　　　　　　　　

聖書朗読 　　ローマ書8章14節～17節　　　中山孝志

メッセージ　　　「聖霊　アバ父と叫ぶ」　　　関真士牧師

聖餐式

賛　美　　　　　「神の子」　

頌栄　 祝祷

会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって

　 一つとされ共に主を礼拝いたしましょう

お知らせ

● 本日の礼拝では、聖餐式が持たれます。各自、主の十
字架と復活を想い、心を備えましょう。

● 当真紀代子さんのメモリアルサービスは、5月20日（土）
10am　ホノルル教会礼拝堂にて執り行われます。

お弁当がありますので、参列される方は、受付でサイン

アップしてください。

● 次週14日の礼拝メッセージは、森宗孝宣教師がご奉仕
されます。イスラエル旅行のレポートもあります。どうぞ

ご期待ください。

● 毎週月曜日のHCCウィークリーニュースをご覧くださり、
教会からのお知らせをキャッチしてください。

　　

　　メールが突然届かなくなることもあります。見れない方　　

　　は、教会のウェブページから、公式ラインからも見ること　

　　ができます。

　

献金

　　

　　　 　

　　　　 風の吹くままに

▼　5月に入りました。日本の五月は、一年の内で一番過ごし　　

やすい季節ですが、ハワイはいつも五月晴れです。暑過ぎも　　

なく、寒過ぎもなく、ちょうどいい加減です。

▼5月28日は、聖霊降臨記念日（ペンテコステ）です。信仰に　　

おいては、熱く、聖霊の炎に燃やされていたいですね。

また5月はホノルル教会の創立月でもあります。1932年に州政

府　に登録されてから91年周年を迎えます。

9年後の100周年は教会は、社会はどうなっているでしょうか。今

の私たちの礼拝、奉仕、宣教が、9年後の教会を建て上げます。

旧き良き伝統を活かしつつ、聖霊の新しい働きに参与させていた

だきましょう。

▼本日から、３回に亘って礼拝メッセージで「聖霊の働き」に　　つ

いて語る予定です。その後は、年度聖句シリーズとなりま　　す。

今年も年度聖句を募集します。どうぞお祈りください。

▼また次週14日の礼拝メッセージは、森宗孝宣教師がご奉　　　

仕されます。イスラエル旅行のスライドも見せてくださいます。　　

どうぞ、ご期待ください。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関真士牧師

　　　　　　　　sekishinji89@gmail.com
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2022年度聖句

あなたがたは、主にあっていつも喜びなさい。

繰り返して言うが、喜びなさい。ピりピ書4章4節

スモールグループの心得

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、

否定しない、批判しない。そのままを受け入れましょう。

分かち合いのポイント

①聖霊の働きは、天地を造られた聖なる神を「アバ父」と叫ば
せてくださることです。これを叫ぶとき、あなたの人生に何が
起こりますか。

②自分が神の子であることを、どのように証明しま
すか？　それを証明してくださるのが聖霊の働きです。
その働きに信頼して、自分が神の子であるこ
とに安心することができますか。

③聖霊は、私たちが神の国の共同相続人であること
を教えてくださいます。あなたが神の子として相続
する神の国の栄光の富とは、いかなるものでしょうか。

　 　　 ローマ人への手紙 8章 14〜17節

神の御霊に導かれる人はみな、神の子どもです。あなたが

たは、人を再び恐怖に陥れる、奴隷の霊を受けたのではな

く、子とする御霊を受けたのです。この御霊によって、私

たちは「アバ、父」と叫びます。御霊ご自身が、私たちの

霊とともに、私たちが神の子どもであることを証ししてく

ださいます。子どもであるなら、相続人でもあります。私

たちはキリストと、栄光をともに受けるために苦難をとも

にしているのですから、神の相続人であり、キリストとと

もに共同相続人なのです。

ホノルル キリスト教会

2207 OAHU AVENUE, HONOLULU, HI 96822

日本語部 事務所 ☎ (808) 973-4335

Email : office@honoluluchristian.church

　 　

　　　　ホノルルキリスト教会 2023年5月7日

　 週 報

　
詩篇 9篇 1〜2節

心を尽くして私は主に感謝をささげます。あなたの奇しい

みわざのすべてを語り告げます。私はあなたを喜び誇りま

す。いと高き方よあなたの御名をほめ歌います。


